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 論文内容の要旨
 本論文の目的は①1960年代以降の米国における学校選択論をコミュニティ概念の視点から再検
 討し、「コミュニティとしての学校」構築論の理論的構図を描き出すこと、そして、②その構図を
 多元化社会における公教育の正当性に関する議論と重ね合わせることで、公教育における「コミュ
 ニティとしての学校」構築論の正当化論拠を明らかにすることである.本論では、第一章から第
 三章にかけて①の課題を遂行し、続く第四章と第五章で②の課題を遂行した。
 第一章では、1960～70年代の学校選択論におけるコミュニティ概念の導入過程を分析し.た。ま
 ず、最初期の学校選択論者であるフリードマン(MiltonFriedman)の社会構想を分析し、コミュ
 ニティ構築という発想の不在とそれを支える自発的・利他的個人概念の存在を確認した.次に、
 ジェンクス(ChristopherJencks)の社会構想を分析し、政治的安定化および社会的責任意識の
 形成という視点から、学校選択による「多様な学校コミュニティ」の構築を認めていることを確
 認した.最後にクーンズ(JohnE.Coons)の学校選択構想を分析し、個人の「自律性」の発達
 という視点から、「多様な学校コミュニティ」の構築を正当化していることを確認した.これより、
 教育の官僚制的統制からの脱却だけでなく、社会的責任意識や個人の「自律性」の発達など、他
 者とのr対話能力」につながるものが形成されるという理由から、学校選択による「多様な学校
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『 コミュニティ」の構築を正当化する発想がこの時期に表れてくることを明らかにした。
 第二章では、学校選択による「多様な学校コミュニティ」構築論の理論的構図を描き出した.
 まず、レイウィッド(MaryA.Raywid)の学校選択構想を分析し、教育委員会の専門的判断の
 下で、多様な教育理念にもとづく「多様な学校コミュニティ」の構築を唱える構想であることを
 確認した。次に、コップ(CliffordW.Cobb)の学校選択構想を分析し、人種・民族的コミュニ
 ティの再構築の手段として「多様な学校コミュニティ」の構築を唱えていることを確認した。そ
 の上で、両者の「対話能力」の位置づけを分析した。レイウィッドは、多元化社会二「民主的コ
 ミュニティ」の秩序維持を志向する主体を育成する公民教育を、公立学校の共通基準として要求
 するのに対し、コップは学校コミュニティが依拠する文化的価値や伝統それ自体に「対話能力」
 発達の契機を見出すものであった。こうして、「対話能力」を、学校コミュニティに対して外在的
 なものと理解するか、自生的なものと見なすか、そこに「多様な学校コミュニティ」構築論の一
 つの分岐点があることを明らかにした。
 第二章では、ガットマン(AmyGutmann)の民主主義の教育理論を素材として、コモン・ス
 クールの理念を原型とする「民主的コミュニティとしての学校」構築論を分析した.まず、彼女
 の民主主義の教育理論について、多元化社会の秩序維持に関わる「対話能力」二討議能力の育成
 を強調し、そのために多元化社会の一員としての自覚の形成を求める立場であることを確認した。
 次に、ガットマンの学校選択論を分析し、基本的に否定的であるが、討議能力の育成が確保され
 る限りにおいて選択制の学校を認めるものであった。そこで、レイウィッドとガットマンの立場
 を整理し、両者の根源的な違いが、学校選択制を支持するか否かではなく、学校・教室内におけ
 る生徒集団の多様性/同質性のいずれに高い教育的価値を見出すかという点にあることを明らか
 にした.そして、これが「民主的コミュニティとしての学校」構築論と「多様な学校コミュニティ」
 構築論との根源的分岐点でもあることを確認し、ここまでの分析結果を整理して、「コミュニティ
 としての学校」構築論の理論的構図を描き出した。
 第四章では、公教育が「対話能力」育成に関与することの正当化論拠について考察した。ここ
 では、独自の文化や伝統を維持しようとし、それゆえに抑圧を受けてきた「他者」のく社会的価
 値〉の承認をもたらすものとして「対話能力」を位置づけ、この視点から前章で得られた理論的
 構図を再解釈した。その結果、「民主的コミュニティとしての学校」構築論は、市民的アイデンティ
 ティの獲得と「対話能力」の発達との連関を重視するために、市民性教育による「対話能力」育
 成を強調する立場であること、一方、「多様な学校コミュニティ」構築論は、「共通の人間性」に
 基づく「対話」が生起する可能性も見据えるために、市民性教育以外の多様な方法による「対話
 能力」の育成を認める立場であることを示した.
 最後に、第五章では、市民的アイデンティティの獲得要求を伴わない「対話能力」育成への関
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 与のあり方に対応する、具体的な教育実践について、米国のエッセンシャル・スクール連盟(CES)
 の事例を素材として考察した.ここでは、CESが、市民性教育のような特定の教育内容ではなく、
 学習方法と学習環境の変革を通して「知性の習慣」という「対話能力」に相当するものの発達を
 重視していること、また、その理念を共通基準としつつも、個々の学校の状況や教育理念に応じ
 て多様な形で具体化することを奨励していることから、公教育が特定の自己認識の獲得を要求す
 ることなく「対話能力」育成に関与する際の、一つの方向性を示すものであることを明らかにし
 た。
 論文審査の結果の要旨
 学校コミュニティの構築が求められ、学校選択制がその一つの方途として示されるなかで、両
 者の関係構造の解明が課題となっている.本研究は、米国における学校選択論を対象とし、そこ
 にみられる学校コミュニティ構築論の理論的構図と正当化論拠を明らかにするものである。本研
 究の成果は、次のとおりである。
 第一に、学校コミュニティ構築論を、「多様な学校コミュニティ」構築論と「民主的コミュニティ
 としての学校」構築論に分け、レイウィッドとガットマンの理論の分析を通して、両者の分岐点
 を明らかにしたことである.レイウィッドが学校選択による多様な教育理念に基づく「多様な学
 校コミュニティ」における実践を強調したのに対して、ガットマンは多様な人々からなる「民主
 的コミュニティとしての学校」における「対話能力」の育成を重視しており、生徒集団の同質性
 と多様性のいずれにより高い教育的価値を見出すかが、両者の分岐点になっていた.
 第二に、「多様な学校コミュニティ」構築論は、「対話能力」の発達を学校コミュニティに自生
 的なものとしてとらえるかどうかで、さらに二つに分岐していくことを、レイウィッドとコップ
 の理論の分析により明らかにしたことである.レイウィッドが多様な教育理念に基づく学校コミュ
 ニティの構築を重視しながらも、教育委員会の専門的観点からの共通基準の確保を求めていたの
 に対して、コップはコミュニティが依拠する伝統や文化的価値それ自体に対話能力の発達の契機
 が存在するとしていた.
 第三に、「多様な学校コミュニティ」構築論と「民主的コミュニティとしての学校」構築論は、
 いずれも他者理解をもたらす「対話能力」の育成に公教育の正当性を求めるものであったが、そ
 の具体的方法は両者の問で異なることを明らかにした点である.「民主的コミュニティとしての学
 校」構築論が市民性教育を強調するのに対して、「多用な学校コミュニティ」構築論は共通の人間
 性に対する共感や同情に対話が生起する可能性も見据えるため、市民性教育以外の多様な方法に
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 よっても「対話能力」の育成を求めるものであった.エッセンシャル・スクール連盟の支援活動
 は後者の事例として位置づけられ、公教育が特定の教育内容を通じての自己認識の獲得を要求す
 ることなく、「対話能力」の育成に関与する際の一つの方向性を示すものであった。
 「対話能力」育成の具体的方法については、より多くの事例分析によって、その内容を吟味し
 ていくことが課題となる。また、学校選択論のより精緻な構図を描き出すためには、市場概念な
 ど別の視点からの分析を重ね合わせることも必要となる.このような課題は残るが、これまで個
 別的な分析にとどまっていた米国の学校選択論を、1960年代から現代まで学校コミュニティ構築
 の観点からとらえ直し、上述の点を明らかにしたことは高く評価できる。
 よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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